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・駐在所勤務員 1 人あたりの受持人口の減少，パトロー jレの増大 住民と警察との関係の親密化・円滑
化，広報活動による未届事件率の低減，凶悪・粗暴犯の%強を行っている暴力団員の検挙活動の強化な
どが，諸種の警察力改善策や警察活動改善策の中で，客観的・主観的安全水準両者の上昇のために特に
効率的であることが明らかにされた。
以上のことから，本研究の結論は以下のように概括できる。
犯罪・非行の直接的な要因は遵法的社会と個体との結びつきを弱めるパースナル・ネクサスであるが，
これは社会諸集団内の一定の相互作用や社会過程に大きく影響されて形成されており，また，これらの
相互作用，社会過程も社会階層によって量的に異なって現われている。乙のような犯罪・非行の一般予
防の方法は，個体を対象とするリハビリテイション・モデノレよりも，デテーランス・モデルと環境工学
的抑制モデノレにしたがう乙とが効率的である。
論文の審査結果の要旨
本論文は犯罪・非行の発生過程に関する一般理論と法執行を中心とする犯罪・非行の一般予防の方法
を樹立しようとした研究である。
乙れまで，犯罪・非行の病因学的研究の分野では，いろいろな立場からさまざまな説明概念を用いた
研究がなされてきているが，いずれも部分的・特殊的であったり，あるいは実証されなかったりすると
いう問題があった。本論文は，まず，既存の諸理論の分類・整理をするとともに，それぞれの理論をテ
ストするためのメジャーの検討を行う。次いで.乙れらのメジャーを用いて，どのような理論的枠組に
よるとわが国の犯罪・非行現象を社会学的に説明できるかを，時系列的かっ実証的に分析した。その結
果，統制理論の立場から社会諸集団内における人びとの相互作用，社会過程を説明概念としたときに，
わが国の犯罪・非行現象が最もよく説明されるととを明らかにしたのである。また，犯罪・非行の要因
となる相互作用，社会過程は 社会的勢力の階層的配分によって量的に規定される乙とを証明した口乙
の指摘は，わが国のみならず，欧米の犯罪社会学においても先駆的な業績といえるものである。
次 l乙，社会諸集団を対象として犯罪・非行の発生過程に関する実証的な調査研究を行い，多元的な要
因の中で法執行や社会諸集団におけるインフ寸ーマルな統制作用の不規則性・不平等性，社会諸集団へ
の不適応，一元的な人間評価尺度の適用や熔印づけ，規範葛藤などの要因が，意味ある他者への愛着，
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合法的諸活動への自己包絡，社会的投資量，規範を中和しない信念，よい自己概念などの欠落を確率的
に結果しやすく，これらを欠いたパースナル・ネクサスが形成されたときに犯罪・非行が生みだされる
乙とを示した。また，上記の要因は，低学歴，貧困，下流階層などに属するか，それに属するようにな
る可能性が大きい人びとの群の中で，確率的に多く作用していることをも明らかにした。
乙れらの乙とは，乙れまであいまいであった個体の内的状況，社会諸集団内の相互作用・社会過程，
社会的勢力の階層的配分などの相互間の関係を明確にしており，その上で，犯罪・非行の発生を説明す
るという点で新たな知見をもたらしたものである。
犯罪・非行の一般予防対策については，犯罪からの社会の安全性を表示する尺度の 1 っとして犯罪に対
する人びとの不安度の測定尺度を開発し，犯罪に対する人びとの不安度と犯罪発生率の 2 つを低減させ
る方法を計量的に分析して，法執行のありかたを改善する乙とが現行法の体制下では効率的である乙と
を明らかにした。乙れは，犯罪社会学，刑事政策の分野で国際的にはじめて得られた研究成果である。
本論文は，既存の犯罪諸理論の妥当性の実証手段の明示，わが国の犯罪・非行の発生過程についての
一般理論の構築を行ったほか，犯罪の一般予防および犯罪に対する人びとの不安度の低減の方法を提示
した点において犯罪社会学の進歩に大きく貢献した。したがって本業績は学術博士の学術論文として十
分に値するものであると判定する。
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